
①ポスト5G情報通信システムの開発

(e) 端末

(e1) 端末通信機能構成技術の開発

超低遅延向けSDR対応5G半導体チップの研究開発 

(e2) 端末向け低消費電力コンピューティング技術の開発

エッジセントリック分散階層型データベースプライマリ・AIセカンダリコンピュータの開発 ～サイバーブレインモジュール開発～

テキスト

自動的に生成された説明

https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100172.html


超低遅延向けSDR対応5G半導体チップの研究開発

実施者

概要

株式会社エイビット、国立大学法人大阪大学、国立研究開発法人情報通信研究機構

スマート工場や自動運転といった５Gの産業利用を進めていくうえで期待されているローカル５G の普及へ
向けて、超低遅延SDR（Software Defined Radio）対応5G半導体チップのアーキテクチャおよびその
チップを搭載した5G通信モジュールを開発する。大容量通信と低遅延通信（端末内の処理遅延200us
以内）といった異なる要求条件を有するアプリケーションを同時に並行して処理するスライシング技術を開発
し、端末側のみならず基地局にも搭載可能とする。
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テーマ一覧に戻る

テーマ一覧に戻るポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発（委託）



エッジセントリック分散階層型データベースプライマリ・AIセカンダリコンピュータの開発 ～サイバーブレインモジュール開発～

実施者

概要

株式会社テクノアクセルネットワークス

端末で収集された大容量実データを端末間で共有するシステムにおいて、従来のクラウドに全てのデータを
集めて処理・各端末に配信するのではなく、端末側で処理し、配信しあうシステムにおいて、端末における
データ処理プロセスの消費電力半減と低遅延化を実現する。そのためAIでメタデータ化して端末間で共有
する分散階層型データベース（DB）やDBプロセスの主、AIプロセスが従となるコンピューアｰキテクチャ等の
構築により、FPGAボードにて、DB プライマリ ・AI セコンダリ コンピュータ（名付けてサイバーブレインモ
ジュール）を開発する。

データベース プライマリ・
AI セコンダリ コンピュータ

[対象ユースケース]
・ダイナミックマップ/コネク
テッドカー
・見守り・配送ロボット
・ドローン（農業用、建築現
場等用） 等
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従来のデータ収集・配信 分散階層型DBによるデータ収集・配信従来のデータ収集・配信

テーマ一覧に戻る

テーマ一覧に戻るポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業／ポスト５Ｇ情報通信システムの開発（委託）
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